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と
こ
ろ
が
、
新
中
国
が
建
国
さ
れ
て
ま
も
な
く
、
朝
鮮

戦
争
が
勃
発
し
た
こ
と
で
、
未
完
の
国
際
鉄
道
は
急
き
ょ

兵
站
鉄
道
と
し
て
再
建
さ
れ
、
１
９
５
０
年
11
月
に
開
通

し
た
。
そ
れ
は
、
丹
東
の
鉄
橋
が
空
爆
さ
れ
た
直
後
の
事

で
も
あ
っ
た
。
丹
東
を
表
ル
ー
ト
と
す
れ
ば
、
上
河
口
は
裏

ル
ー
ト
的
な
も
の
だ
っ
た
。
兵
員
物
資
輸
送
に
活
用
さ
れ

た
鉄
橋
も
１
９
５
３
年
の
休
戦
に
よ
っ
て
そ
の
役
目
を
終

え
た
。
１
９
５
６
年
頃
ま
で
列
車
の
往
来
が
あ
っ
た
が
、
以

降
60
年
間
こ
の
橋
を
渡
っ
た
列
車
は
１
本
た
り
と
も
な
い
。

　
鉄
橋
に
向
か
う
さ
び
た
レ
ー
ル
の
傍
ら
に
、
一
軒
の
古

い
民
家
が
あ
っ
た
。
小
さ
な
庭
で
は
家
畜
の
鶏
が
駆
け
回

り
、
軒
先
に
は
ラ
ン
プ
シ
ェ
ー
ド
を
設
え
た
そ
の
家
は
、

駅
舎
を
思
わ
せ
る
佇
ま
い
。
そ
こ
に
は
、
と
も
に
１
９
３

１
年
生
ま
れ
の
老
夫
婦
が
暮
ら
し
て
い
た
。

　
驚
く
べ
き
こ
と
に
、
主
人
の
楊
さ
ん
は
、
兵
站
鉄
道
と

し
て
再
開
さ
れ
た
１
９
５
０
年
当
時
の
駅
員
で
あ
っ
た
。

そ
れ
か
ら
40
年
近
く
も
汽
車
の
来
る
こ
と
の
な
い
駅
で
駅

員
と
し
て
働
き
続
け
た
と
語
っ
て
く
れ
た
。
楊
さ
ん
の
自

宅
は
２
０
０
３
年
に
発
電
所
の
建
設
で
立
ち
退
き
を
余
儀

な
く
さ
れ
、
か
つ
て
の
職
場
で
あ
っ
た
こ
の
駅
舎
に
移
住

し
た
と
い
う
。

　
な
ぜ
、
列
車
の
来
な
い
駅
に
駅
員
が
必
要
な
の
か
―
―
。

朝
鮮
半
島
に
続
く
放
置
さ
れ
た
さ
び
た
レ
ー
ル
や
鉄
橋

は
、
今
な
お
〝
戦
備
〞
で
あ
る
か
ら
だ
。
鉄
橋
は
24
時
間

体
制
で
人
民
解
放
軍
の
監
視
下
に
あ
り
、
鉄
の
門
扉
で
固

く
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
門
扉
が
い
つ
開
か
れ
る
か
分
か
ら
な
い
が
、
そ
れ

が
有
事
で
な
い
こ
と
を
願
う
と
同
時
に
、
い
つ
か
列
車
に

乗
っ
て
こ
の
橋
を
渡
っ
て
み
た
い
と
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ

な
い
。
鉄
道
好
き
の
儚
す
ぎ
る
希
望
か
も
し
れ
な
い
が
。

小
竹 

直
人 

（
こ
た
け 

な
お
と
）

１
９
６
９
年
新
潟
市
生
ま
れ
。フ
ォ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
樋
口
健
二
氏
に
師
事
。１
９
９
０
年
よ
り
中
国
取
材

を
始
め
る
。中
国
関
連
書
籍
を
多
数
執
筆
。主
な
著
書

に『
中
国
蒸
気
機
関
車
の
旅
』（
筑
摩
書
房
）や『
中
朝

鉄
路
写
真
紀
行
』（
マ
ガ
ジ
ン
ハ
ウ
ス
）な
ど
。

f

g

お
う
り
ょ
く
こ
う

ゆ
う 

ぎ 

き
ょ
う

と
う
と
う

た
た
ず

じ
ょ
う 

か   

こ
う

かんてんりょうねい

　
遼
寧
省
丹
東
市
は
、
北
朝
鮮
と
の
国
境
の
町
と
し
て
知

ら
れ
る
。
中
朝
の
国
境
を
成
す
鴨
緑
江
の
ほ
と
り
に
２
本

の
鉄
橋
が
朝
鮮
半
島
に
向
か
っ
て
伸
び
て
い
る
。
い
ず
れ

も
か
つ
て
日
本
が
建
設
し
た
も
の
で
、
上
流
側
に
位
置
す

る
中
朝
友
誼
橋
は
１
９
４
３
年
に
建
設
さ
れ
た
、
道
路
と

鉄
道
の
併
用
橋
で
あ
り
、
今
な
お
中
朝
貿
易
の
大
動
脈
と

し
て
使
わ
れ
て
い
る
。

　
も
う
１
本
の
鴨
緑
江
第
一
橋
梁
は
１
９
１
１
年
に
建
設

さ
れ
た
鉄
橋
で
、
朝
鮮
半
島
と
満
州
を
初
め
て
結
ん
だ
国

際
鉄
橋
と
な
っ
た
。
１
９
５
０
年
に
勃
発
し
た
朝
鮮
戦
争

で
、
ア
メ
リ
カ
軍
の
空
爆
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
た
ま
ま
の

「
断
橋
」
と
し
て
、
そ
の
姿
を
今
に
残
す
。

　
丹
東
か
ら
国
境
沿
い
に
車
を
走
ら
せ
る
こ
と
お
よ
そ
60

キ
ロ
。
滔
々
と
流
れ
る
大
河
の
ほ
と
り
に
１
本
の
鉄
橋
が

佇
ん
で
い
た
。
辺
り
は
人
家
も
少
な
く
、
通
る
車
も
あ
ま

り
な
い
。
対
岸
は
北
朝
鮮
の
清
水
と
い
う
小
さ
な
町
で
、

中
国
側
と
同
様
に
ひ
っ
そ
り
と
静
ま
り
返
っ
て
い
た
。
い

く
つ
か
の
工
場
の
煙
突
が
見
え
る
。
そ
れ
ら
は
か
つ
て
の

日
本
統
治
時
代
の
も
の
で
、
廃
墟
と
化
し
て
い
た
。

　
こ
の
上
河
口
鴨
緑
江
橋
は
１
９
４
０
年
に
当
時
世
界
最

大
級
を
誇
っ
た
水
豊
ダ
ム
の
建
設
に
伴
っ
て
架
け
ら
れ
た

鉄
道
橋
だ
。
朝
鮮
定
州
か
ら
清
水
、
国
境
を
渡
り
満
鉄
と

接
続
す
る
路
線
で
も
あ
っ
た
。
実
際
は
満
州
の
上
河
口
止

ま
り
で
列
車
が
運
行
さ
れ
、
ダ
ム
が
完
成
し
た
１
９
４
４

年
に
な
る
と
い
っ
た
ん
列
車
の
運
行
が
中
止
と
な
っ
た
。

第
二
次
世
界
大
戦
の
戦
況
悪
化
で
、
満
鉄
側
の
接
続
線
の

工
事
が
頓
挫
し
て
い
た
か
ら
だ
っ
た
。
道
床
や
ト
ン
ネ
ル

は
完
成
し
て
い
た
が
、
全
て
の
レ
ー
ル
を
敷
設
す
る
ま
で

に
は
至
ら
ず
、
そ
の
後
に
終
戦
を
迎
え
た
こ
と
で
、
幻
の

国
際
ル
ー
ト
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

日本統治時代の鴨緑江
第２橋梁は1990年に中
朝友誼橋と改名された
集落の片隅に放置された
ままのコンクリート橋梁。
満鉄の野望はここで途切
れた

a.

b.

朝鮮戦争で破壊された鴨緑江第１橋梁。北朝鮮側は橋脚部分だけが残る
上河口鴨緑江橋は全長673.4メートル。中国管轄部分にトラスが架けられている

c.
d.

a

b

c

d

「
国
境
鉄
路
」

〜
日
本
が
中
朝
国
境
に
遺
し
た
7
本
の
鉄
道
橋
〜

●
オ
リ
ン
パ
ス
ギ
ャ
ラ
リ
ー
東
京

　2
0
1
7
年
1
月
30
日（
月
）〜
2
月
8
日（
水
）、

　11
〜
19
時（
最
終
日
は
15
時
ま
で
）。

　2
月
2
日（
木
）休
館
。入
場
無
料
。

●
オ
リ
ン
パ
ス
ギ
ャ
ラ
リ
ー
大
阪 

　2
0
1
7
年
2
月
17
日（
金
）〜
23
日（
木
）、

　10
〜
18
時（
最
終
日
は
15
時
ま
で
）。

　日
曜
・
祝
日
休
館
。入
場
無
料
。
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置かれていた
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と
こ
ろ
が
、
新
中
国
が
建
国
さ
れ
て
ま
も
な
く
、
朝
鮮

戦
争
が
勃
発
し
た
こ
と
で
、
未
完
の
国
際
鉄
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は
急
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ょ

兵
站
鉄
道
と
し
て
再
建
さ
れ
、
１
９
５
０
年
11
月
に
開
通

し
た
。
そ
れ
は
、
丹
東
の
鉄
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が
空
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さ
れ
た
直
後
の
事

で
も
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っ
た
。
丹
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を
表
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と
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は
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的
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の
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た
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９
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の
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に
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の
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を
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。
１
９
５
６
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で
列
車
の
往
来
が
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が
、
以
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こ
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を
渡
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列
車
は
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本
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り
と
も
な
い
。
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に
向
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び
た
レ
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の
傍
ら
に
、
一
軒
の
古

い
民
家
が
あ
っ
た
。
小
さ
な
庭
で
は
家
畜
の
鶏
が
駆
け
回

り
、
軒
先
に
は
ラ
ン
プ
シ
ェ
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ド
を
設
え
た
そ
の
家
は
、

駅
舎
を
思
わ
せ
る
佇
ま
い
。
そ
こ
に
は
、
と
も
に
１
９
３

１
年
生
ま
れ
の
老
夫
婦
が
暮
ら
し
て
い
た
。

　
驚
く
べ
き
こ
と
に
、
主
人
の
楊
さ
ん
は
、
兵
站
鉄
道
と

し
て
再
開
さ
れ
た
１
９
５
０
年
当
時
の
駅
員
で
あ
っ
た
。

そ
れ
か
ら
40
年
近
く
も
汽
車
の
来
る
こ
と
の
な
い
駅
で
駅

員
と
し
て
働
き
続
け
た
と
語
っ
て
く
れ
た
。
楊
さ
ん
の
自

宅
は
２
０
０
３
年
に
発
電
所
の
建
設
で
立
ち
退
き
を
余
儀

な
く
さ
れ
、
か
つ
て
の
職
場
で
あ
っ
た
こ
の
駅
舎
に
移
住

し
た
と
い
う
。

　
な
ぜ
、
列
車
の
来
な
い
駅
に
駅
員
が
必
要
な
の
か
―
―
。

朝
鮮
半
島
に
続
く
放
置
さ
れ
た
さ
び
た
レ
ー
ル
や
鉄
橋

は
、
今
な
お
〝
戦
備
〞
で
あ
る
か
ら
だ
。
鉄
橋
は
24
時
間

体
制
で
人
民
解
放
軍
の
監
視
下
に
あ
り
、
鉄
の
門
扉
で
固

く
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
門
扉
が
い
つ
開
か
れ
る
か
分
か
ら
な
い
が
、
そ
れ

が
有
事
で
な
い
こ
と
を
願
う
と
同
時
に
、
い
つ
か
列
車
に

乗
っ
て
こ
の
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を
渡
っ
て
み
た
い
と
思
わ
ず
に
は
い
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れ

な
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。
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好
き
の
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す
ぎ
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希
望
か
も
し
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な
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に
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の
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に
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伸
び
て
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る
。
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ず
れ

も
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つ
て
日
本
が
建
設
し
た
も
の
で
、
上
流
側
に
位
置
す

る
中
朝
友
誼
橋
は
１
９
４
３
年
に
建
設
さ
れ
た
、
道
路
と

鉄
道
の
併
用
橋
で
あ
り
、
今
な
お
中
朝
貿
易
の
大
動
脈
と

し
て
使
わ
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て
い
る
。

　
も
う
１
本
の
鴨
緑
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第
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は
１
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に
建
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た
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で
、
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と
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を
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め
て
結
ん
だ
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鉄
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と
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に
勃
発
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の
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に
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ま
の
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と
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、
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を
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に
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ほ
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に
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本
の
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が

佇
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。
辺
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は
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家
も
少
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く
、
通
る
車
も
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な
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対
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の
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と
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と
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に
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り
と
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返
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た
。
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の
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場
の
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９
４
０
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の
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で
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が
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、
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が
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た
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に
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る
と
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と
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が
、
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の
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を
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る
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で

に
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、
そ
の
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に
終
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迎
え
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と
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、
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の
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ま
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た
。
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集落の片隅に放置された
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京
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7
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1
月
30
日（
月
）〜
2
月
8
日（
水
）、

　11
〜
19
時（
最
終
日
は
15
時
ま
で
）。

　2
月
2
日（
木
）休
館
。入
場
無
料
。

●
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ス
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　2
0
1
7
年
2
月
17
日（
金
）〜
23
日（
木
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　10
〜
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最
終
日
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15
時
ま
で
）。

　日
曜
・
祝
日
休
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。入
場
無
料
。
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e

高さのある窓が印象的な駅舎は、ロシア人が設計した
庭の片隅に鉄路局のマークが篆刻された石票が今も
置かれていた
老夫婦が暮らす、かつての駅舎の壁には文革時代に
書かれたスローガンが今も残されている

e.
 f .

g.

楊さんは脳梗塞を患い言葉が
少し不自由になってしまった
が、妻の菊さんが代わりに答え
てくれた
上河口に通じるこの短いトンネ
ルは、1956年以降、国際鉄
橋と同様に休眠状態となった
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遼寧省の寛甸満族自治県。レールはさび
付いて雑草や雪に埋もれているが、北朝
鮮に通じる鉄橋までつながっている

幻 の 国 際 鉄 橋 China
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と
こ
ろ
が
、
新
中
国
が
建
国
さ
れ
て
ま
も
な
く
、
朝
鮮

戦
争
が
勃
発
し
た
こ
と
で
、
未
完
の
国
際
鉄
道
は
急
き
ょ

兵
站
鉄
道
と
し
て
再
建
さ
れ
、
１
９
５
０
年
11
月
に
開
通

し
た
。
そ
れ
は
、
丹
東
の
鉄
橋
が
空
爆
さ
れ
た
直
後
の
事

で
も
あ
っ
た
。
丹
東
を
表
ル
ー
ト
と
す
れ
ば
、
上
河
口
は
裏

ル
ー
ト
的
な
も
の
だ
っ
た
。
兵
員
物
資
輸
送
に
活
用
さ
れ

た
鉄
橋
も
１
９
５
３
年
の
休
戦
に
よ
っ
て
そ
の
役
目
を
終

え
た
。
１
９
５
６
年
頃
ま
で
列
車
の
往
来
が
あ
っ
た
が
、
以

降
60
年
間
こ
の
橋
を
渡
っ
た
列
車
は
１
本
た
り
と
も
な
い
。

　
鉄
橋
に
向
か
う
さ
び
た
レ
ー
ル
の
傍
ら
に
、
一
軒
の
古

い
民
家
が
あ
っ
た
。
小
さ
な
庭
で
は
家
畜
の
鶏
が
駆
け
回

り
、
軒
先
に
は
ラ
ン
プ
シ
ェ
ー
ド
を
設
え
た
そ
の
家
は
、

駅
舎
を
思
わ
せ
る
佇
ま
い
。
そ
こ
に
は
、
と
も
に
１
９
３

１
年
生
ま
れ
の
老
夫
婦
が
暮
ら
し
て
い
た
。

　
驚
く
べ
き
こ
と
に
、
主
人
の
楊
さ
ん
は
、
兵
站
鉄
道
と

し
て
再
開
さ
れ
た
１
９
５
０
年
当
時
の
駅
員
で
あ
っ
た
。

そ
れ
か
ら
40
年
近
く
も
汽
車
の
来
る
こ
と
の
な
い
駅
で
駅

員
と
し
て
働
き
続
け
た
と
語
っ
て
く
れ
た
。
楊
さ
ん
の
自

宅
は
２
０
０
３
年
に
発
電
所
の
建
設
で
立
ち
退
き
を
余
儀

な
く
さ
れ
、
か
つ
て
の
職
場
で
あ
っ
た
こ
の
駅
舎
に
移
住

し
た
と
い
う
。

　
な
ぜ
、
列
車
の
来
な
い
駅
に
駅
員
が
必
要
な
の
か
―
―
。

朝
鮮
半
島
に
続
く
放
置
さ
れ
た
さ
び
た
レ
ー
ル
や
鉄
橋

は
、
今
な
お
〝
戦
備
〞
で
あ
る
か
ら
だ
。
鉄
橋
は
24
時
間

体
制
で
人
民
解
放
軍
の
監
視
下
に
あ
り
、
鉄
の
門
扉
で
固

く
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
門
扉
が
い
つ
開
か
れ
る
か
分
か
ら
な
い
が
、
そ
れ

が
有
事
で
な
い
こ
と
を
願
う
と
同
時
に
、
い
つ
か
列
車
に

乗
っ
て
こ
の
橋
を
渡
っ
て
み
た
い
と
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ

な
い
。
鉄
道
好
き
の
儚
す
ぎ
る
希
望
か
も
し
れ
な
い
が
。

小
竹 

直
人 

（
こ
た
け 

な
お
と
）

１
９
６
９
年
新
潟
市
生
ま
れ
。フ
ォ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
樋
口
健
二
氏
に
師
事
。１
９
９
０
年
よ
り
中
国
取
材

を
始
め
る
。中
国
関
連
書
籍
を
多
数
執
筆
。主
な
著
書

に『
中
国
蒸
気
機
関
車
の
旅
』（
筑
摩
書
房
）や『
中
朝

鉄
路
写
真
紀
行
』（
マ
ガ
ジ
ン
ハ
ウ
ス
）な
ど
。

f

g

お
う
り
ょ
く
こ
う

ゆ
う 

ぎ 

き
ょ
う

と
う
と
う

た
た
ず

じ
ょ
う 

か   

こ
う

かんてんりょうねい

　
遼
寧
省
丹
東
市
は
、
北
朝
鮮
と
の
国
境
の
町
と
し
て
知

ら
れ
る
。
中
朝
の
国
境
を
成
す
鴨
緑
江
の
ほ
と
り
に
２
本

の
鉄
橋
が
朝
鮮
半
島
に
向
か
っ
て
伸
び
て
い
る
。
い
ず
れ

も
か
つ
て
日
本
が
建
設
し
た
も
の
で
、
上
流
側
に
位
置
す

る
中
朝
友
誼
橋
は
１
９
４
３
年
に
建
設
さ
れ
た
、
道
路
と

鉄
道
の
併
用
橋
で
あ
り
、
今
な
お
中
朝
貿
易
の
大
動
脈
と

し
て
使
わ
れ
て
い
る
。

　
も
う
１
本
の
鴨
緑
江
第
一
橋
梁
は
１
９
１
１
年
に
建
設

さ
れ
た
鉄
橋
で
、
朝
鮮
半
島
と
満
州
を
初
め
て
結
ん
だ
国

際
鉄
橋
と
な
っ
た
。
１
９
５
０
年
に
勃
発
し
た
朝
鮮
戦
争

で
、
ア
メ
リ
カ
軍
の
空
爆
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
た
ま
ま
の

「
断
橋
」
と
し
て
、
そ
の
姿
を
今
に
残
す
。

　
丹
東
か
ら
国
境
沿
い
に
車
を
走
ら
せ
る
こ
と
お
よ
そ
60

キ
ロ
。
滔
々
と
流
れ
る
大
河
の
ほ
と
り
に
１
本
の
鉄
橋
が

佇
ん
で
い
た
。
辺
り
は
人
家
も
少
な
く
、
通
る
車
も
あ
ま

り
な
い
。
対
岸
は
北
朝
鮮
の
清
水
と
い
う
小
さ
な
町
で
、

中
国
側
と
同
様
に
ひ
っ
そ
り
と
静
ま
り
返
っ
て
い
た
。
い

く
つ
か
の
工
場
の
煙
突
が
見
え
る
。
そ
れ
ら
は
か
つ
て
の

日
本
統
治
時
代
の
も
の
で
、
廃
墟
と
化
し
て
い
た
。

　
こ
の
上
河
口
鴨
緑
江
橋
は
１
９
４
０
年
に
当
時
世
界
最

大
級
を
誇
っ
た
水
豊
ダ
ム
の
建
設
に
伴
っ
て
架
け
ら
れ
た

鉄
道
橋
だ
。
朝
鮮
定
州
か
ら
清
水
、
国
境
を
渡
り
満
鉄
と

接
続
す
る
路
線
で
も
あ
っ
た
。
実
際
は
満
州
の
上
河
口
止

ま
り
で
列
車
が
運
行
さ
れ
、
ダ
ム
が
完
成
し
た
１
９
４
４

年
に
な
る
と
い
っ
た
ん
列
車
の
運
行
が
中
止
と
な
っ
た
。

第
二
次
世
界
大
戦
の
戦
況
悪
化
で
、
満
鉄
側
の
接
続
線
の

工
事
が
頓
挫
し
て
い
た
か
ら
だ
っ
た
。
道
床
や
ト
ン
ネ
ル

は
完
成
し
て
い
た
が
、
全
て
の
レ
ー
ル
を
敷
設
す
る
ま
で

に
は
至
ら
ず
、
そ
の
後
に
終
戦
を
迎
え
た
こ
と
で
、
幻
の

国
際
ル
ー
ト
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

日本統治時代の鴨緑江
第２橋梁は1990年に中
朝友誼橋と改名された
集落の片隅に放置された
ままのコンクリート橋梁。
満鉄の野望はここで途切
れた
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少し不自由になってしまった
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